
内
容
は
、
無
条
件
降
伏
を
し

た
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
。

誰
も
が
こ
れ
で
戦
争
は
終
結
し

た
と
い
う
安
堵
感
が
あ
る
中
、

樺
太
に
お
い
て
は
ソ
連
軍
が
終

戦
を
無
視
し
て
侵
攻
を
図
っ
た
。

在
住
の
邦
人
が
混
乱
を
極
め
る

中
、
唯
一
の
情
報
手
段
で
あ
る

電
話
を
死
守
す
る
た
め
、
最
後

ま
で
職
務
を
全
う
し
亡
く
な
っ

て
い
っ
た
九
名
の
電
話
交
換
手

の
痛
ま
し
い
実
話
で
あ
っ
た
。

侵
攻
す
る
ソ
連
軍
に
は
憤
り
を

感
じ
る
が
、
一
人
の
人
間
と
し

て
み
た
場
合
、
国
は
違
っ
て
も
、

誰
も
人
を
傷
つ
け
た
く
は
な
い

は
ず
で
あ
る
。
す
べ
て
は
戦
争

と
い
う
異
常
な
状
況
に
な
っ
た

と
き
誰
も
が
望
ま
な
い
悲
惨
な

結
果
を
生
む
の
で
あ
る
。

今
回
は
改
め
て
平
和
の
尊
さ

を
思
い
返
す
良
い
機
会
で
あ
っ

た
。
世
界
か
ら
戦
争
が
無
く
な

る
よ
う
祈
り
た
い
。
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武藤 和彦

編集担当者

島内 紗希

私及び山本の２名は、ＮＴＴコミュニケーションズビリングカスタマセン

タ（ＢＣＣ）様宅に『サービスデスク』として常駐しており、現場のお客様

をメンバーにマラソンチー

ム『ちんたRun’s』を結

成。現在約２０名の体制

で頑張っています。

今回は、６月８日（土）

に行われた『第５回ヤフオ

クドーム・リレーマラソン』

について報告します。この大会は１周３KMのコースを最大１０人までのリ

レーで競い、フルマラソンの距離（４２.１９５KM）の完走を目指します。

球場グランドをスタートし、２階駐車場スロープを駆け抜けて上り、３回

デッキの入口ゲート前を折り返します。

今年のわがチームは、男子６名と女子４名の『男女混成チーム』で参加。

初マラソンの１名（女子）を含めた若手の力とベテラン勢の底力とフォロー

により、去年の記録を１０分縮め『３時間３０分３５秒』『８９９チーム

中３０６位』と好成績をおさめることができました。チーム全員で力を合

わせゴールした後の達成感は、個人競技でのマラソンとは違った清々しい

ものがあり、全員で喜びや苦しみを分かち合うことで、公私においての関

係性もより深まっていく気がします。

マラソンシーズンには、月一回の頻度で大会に参加しています。現在は、

秋のシーズンに向けて、各メンバー日々練習の最中です。

七
月
一
〇
日
（
水
）
業
務
終
了
後
、
大
博
通
り
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ

十
階
会
議
室
に
お
い
て
、
平
和
活
動
の
一
環
と
し
て
ピ
ー
ス
シ
ネ
マ

『
氷
雪
の
門
』
上
映
を
行
っ
た
。



第３９８号 ＮＴＴ労組コムウェア九州分会 ２０１３年 ７月１２日（金）

ＴＥＬ：２６１－８５８０ Ｅ－ｍａｉｌ：ｕｎｉ.ｋｙｕｓｈｕ＠ｎｔｔｃｏｍ－ｋｙｕｓｈｕ.ｃｏ.ｊｐ

九州分会ホームページアドレス：http://www.kyushu.comware-hq-ntt-union.jp/index.html


